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親面接を読み解く視点抽出の試み

１．問題と目的

心理療法的支援において，成人を対象とするものは

個人面接の形態が取られることが多い。それは成人が

多かれ少なかれそれまでの養育環境を取り入れて内面

化している存在であり，既にある程度の自己を形成し

ている為である。これに対してこどもは，親をはじめ

とする家族や学校，教師や友人といった環境とのアク

チュアルな相互作用の中でまさに自己を形成する途上

にある存在である。そのため，こどもへの心理療法的

支援は，こども個人へのアプローチと同時に，親や学

校といった環境に対する治療的関与が多様な形で実施

されてきた。田畑・望月（1998）は，1987年から1996

年の10年間に日本の主要な心理学専門雑誌13誌に発

表された母子関係を扱った45の事例研究論文を展望

している。それによると，乳幼児では同席面接ないし

母親面接のみの形態，児童ではほとんどが並行面接の

形態をとっていることが示されている。中・高校生の

思春期事例では並行面接のほか，こども単独，母親単

独面接の形態が多く，青年期ではほとんどがこども単

独の面接であるが，親面接のみや同一治療者による面

接も見られた。

こどもの治療における親面接の持つ機能や意味は多

様なものがあろう。まず考えられるのは，こどもにつ

いての情報収集やこどもの支援のための環境整備とい

う目的である。これは特に発達障害のこどもの場合な

どでは第一義的な機能になるかもしれないものであ

る。

次に考えられるのが，アクチュアルな相互作用の

只中にある親子関係を扱うという機能である。田畑

（2000）は，先の展望論文で取り上げた45論文から代

表的なものを内容的に分析し，共通の項目として①こ

どもの問題解決の過程で母親の問題が顕現してくるこ

と，②母子の分離・個体化が主な課題になること，③

母子関係を越えた家族の歴史が問題になることもある

ということを取り出し，さらに乳幼児期，学童期，思

春期，青年期というこどもの年代別に母子に対する心

理療法の特徴づけを行っている。田畑（1988）は，思

春期不登校の女児の母親単独面接の自験例の事例研究

を通じ，①不登校にまつわる現実的問題への対処，②

母親面接を通じての治療者のこどもへの間接的関与，

③母親のこどもへの関わりのスーパーヴィジョンの三

つを母親面接の対こどもへの機能として挙げた。ま

た，母親の問題の解決として，①母親自身の遷延され

た思春期の問題の解決，②母親の情緒的開発の促しを

挙げている。大堀（2008）も，思春期のこどもの課題

を自前の超自我を形成することと捉え，かつての親と

の対決というよりは現代では親との一体性からの離脱

という形態を取るとしている。琴浦（2008）は，摂食

障害の治療では母子を一組のクライエントとして捉

え，親子それぞれの育ち直しの過程と支えることの重

要性を指摘している。貞安（2014）と杉嶋（2014）は，

親面接において生じる逆転移感情を利用した治療につ

いて論じている。杉嶋（2014）は，親面接において治

療者が親であるクライエントに対して抱く違和感や葛

藤を自覚・保持することで，クライエントに対する理

解が進むのと並行して，親のこどもに対する理解が進

展した事例を挙げ，治療者側の親に対するネガティブ

な感情の自覚と利用の意義を明らかにしている。貞

安（2014）は，母親面接で治療者が逆転移感情を体験

しながらも対処していくことで，親であるクライエン

トに適応的なモデル（new object）を提示し，投影同

一化の過程を通じてクライエントの情緒を修正すると

いう機能を果たしていると論じている 。前田（2008）

も虐待事例の支援に関し，こどもから投げ込まれる不

快な感情を肯定的に受け止め，コンテインするための

親の力を育成することが中心的課題であるとしてい

る。

親面接の3つ目の機能として，母子を取り巻く夫，

実家や夫の家族，学校といった環境との相互作用に対

する介入を考えることが挙げられる。麻生（2016）は，

子育て困難感を訴える母親との面接をシステムズ・ア

プローチの視点から検討し，面接経過の中で，クライ

エント個人の変化のみならず，母子関係の変化，夫婦

関係の変化，親子間の境界の変化，社会的サポートと

の関係の変化，といくつものシステムが相互連関的に

影響しあい，最終的にクライエントの変化につながっ

たと捉えている。これを踏まえて麻生は，地域の子育

て支援における臨床心理士の役割として，①個人と家

族のライフステージにわたった援助，②家族システム

の見立てと介入，③支援ネットワークとのつながりを
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維持する安全基地のような機能，④ Cl と支援チーム

に対するコンサルテーション，⑤ Cl のアドボケイト

の5つの役割の必要性を述べている。このようにシス

テムズ・アプローチの視点は，従来の親面接が母子関

係ないしはせいぜい両親とこどもとの関係にのみ焦点

を当てていたのに対し，それを取り巻く種々の社会的

システムと連動して動くものと捉えているところが斬

新であると言える。以上のように，こどもは，親や友

人，学校など環境とのアクチュアルな相互作用の只中

で自己を形成する途上にあり，親への支援は，合同面

接，並行面接や親面接単独など，こどもの年齢層や事

例の特性に合わせ，経験的に色々な形態が採用されて

いることがうかがえる。

以上，親面接や母子関係に焦点を当てた先行研究を

展望し，母親面接が持つ多様な意味や機能を見てき

た。親面接の機能として，①親の視点からこどもにつ

いての情報を収集し，こどもの問題を巡る現実的な対

応を促すこと，②母子関係のアクチュアルな相互作用

に焦点を当て，親のこどもへの関わりの変容のみなら

ず，親自身に賦活されている心理的問題を並行して解

決すること，③親子関係を取り巻く，家族や学校等の

社会的環境との関係を含むより大きな諸システムの変

容を促すことの重要性が指摘されている。こどもの治

療を支えるために，複雑に重なりあい，混じり合う要

素を読み解く視点と技術を持ちながら，面接の全体像

を把握し，コーディネイトしていく作業が親面接の担

当者には求められることとなる。

しかし，個別の事例に於いて，こうした機能のどれ

がより前景にあるのか，あるいはこれらの機能がどの

ように相互に絡み合っているのか，さらに当該の事例

のコンステレーションにふさわしい面接形態や面接方

法は何なのか，親とこどもの面接は同時に導入する方

がよいのか，どちらかを先行させる方がよいのか，と

いう視点は明確には取り上げてこられにくく，治療者

の経験と直感に委ねられてきたのが現状であろう。こ

ういった視点や技術は容易く手に入れられるものでは

なく，手に入れるためには多くの経験と学びが必要で

ある。経験を十分意味のあるものにするためにも，こ

ういった親面接の持つ複雑で独特な要素を概念化し，

読み解く視点を得る方法が必要でないかと考えた。

本研究では，複雑な要素を内包する親面接の担当者

が，事例の動きを読みとる助けとなる視点を見つける

こと，それを活用しやすい形にまとめることを目的と

した。

２．方法

（1）対象

本学心理臨床センターにこどもの問題を主訴として

来談し，こどもの遊戯療法と並行して継続実施してい

る親面接を対象とした。

（2）手続き・研究方法（図１）

まず，本学心理臨床センターにて心理療法経験者 
10名程度からなるグループを作り，親面接担当者よ

り面接過程をまとめた資料を提示し，それを基に各

ケース１時間半程度の事例検討を行った。グループは

臨床指導員2名～ 3名を中心に，院生，卒業生である

研修生，本学に勤務する専門相談員をランダムに分類

して作成した。その為，経験年数に幅があるグループ

となった。本研究メンバーが司会の役割を担い，事例

検討の目的を確認後，様々な立場から意見が出るよう

グループ全体に働きかけた。その際に､ ①親子関係の

在り方や構造，またその変容の流れについて，②経過

の中で変容のきっかけとなったと思われる時期（以下

図１　研究手順
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「転回点」と記述）はどこか，の二点を検討点として

議論を行った。

次に，そこで挙げられた特徴や転回点の時期に着目

し，本研究メンバーと親面接担当者でさらなる事例の

読み込みを行った。具体的には，まず①面接開始時（基

本的に初回），②転回点（事例により変動），③直近回

（終結・中断ケースであれば最終回，継続中であれば

事例検討発表時の直近の回）の三つの面接の逐語録の

作成を親面接担当者に依頼した。その逐語録を基に，

扱われているテーマごとに分節に区切り，「語りの構

造」と「語りの内容」についてラベルを作成した。こ

こで言う「語りの構造」とは，その発言ややり取りが

面接の流れの中でどう機能しているかを大まかに表し

たものである。「語りの構造」のラベル名の例として，

「話題の転換」や「秘密の開示」が挙げられる。「話題

の転換」の例として，「（ある事柄についてやり取りを

している文脈）そういえば，全く関係のないことなん

ですけど…」といったやりとりが挙げられる。「秘密

の開示」の例としては，「今まであえて言えなかった

ことなんですが…」「誰にも言ってないんですけど…」

といったやりとりが挙げられる｡「語りの内容」とは，

その分節内で示された内容を，現象に着目し概要を記

述したものである。例として，「こどもと自分の重ね

合わせ」や「こどもへの治療の関与」が挙げられる。

前者は，こどもの特徴を述べ「これは私も同じ。とて

も似ていると思う」「私も同じようなことをしたこと

がある」等のやり取りを指す。後者は「今まで避けて

いたけど，専門的な病院の受診に付き添った」「特別

支援の説明を聞きに行ってきた」などの行動や語りの

変化のやり取りが例として挙げられる。

個別の事例検討を10ケースそれぞれに実施した後，

分節をラベル名が近しいもの同士で分類し，グループ

分けを行った。グループの配置の特徴と時期ごとの変

化を基に，ケースの特徴を表していると思われるテー

マを抽出し，親面接を読み解く手がかりとしてカテゴ

リを作成した。10ケースそれぞれから作成したカテ

ゴリを検証する為に，他のケースの事例検討に作成し

たカテゴリを用い，親面接の動きを説明しうるかどう

かを検討した。その結果，9つのカテゴリを抽出する

に至った。

加えて，事例の読み解きに際し，カテゴリをより視

覚的に分かりやすく記入できるようなワークシート型

を作成した（表２）。二次元で構成するにあたり，9

つのカテゴリをグループに分け配置した。具体的に

は，言動や客観的事実から記入される次元のカテゴリ

（表左），親自身のパーソナリティや行動・思考パター

ンを担当者が見立てることで記入される次元のカテゴ

リ（表中央），親面接とこども面接がそれぞれケース

にどう機能しているかを見立てて記入する次元のカテ

ゴリ（表右）と，次元ごとに三つに分類した。「こど

もの問題に対する自分の位置づけ」というカテゴリ

は，以上の複数の次元を内包していると考え，独立し

たものとして最上部に位置付けた。

表１　カテゴリ一覧

視点カテゴリー

1 ニードの所在
セラピーのニードがどこにあるか。例）こどもを連れてきたいという養育
者のニード，学校のニードなど

2
親の問題がこどもの問題と
して表現される

養育者の問題がこどもの問題として表現される。 例）養育者のファンタ
ジーが子どもの問題に上乗せされ，こどもの問題として扱われるなど

3
こどもの問題に対する自分
の位置づけ

こどもの呈する問題に対して養育者が自身をどのように位置づけるか。
例）自分の〇〇のせい，こどもの障害特性を自身と重ねる，支援者として
関与するなど

4
こどもとの関係と他者

（こどもとの関係における
第 3 者性）

一見こどもとの二者関係のようにみえるが，そこにどのように第三者の価
値観や評価，視点が入るか。もしくは入らないか。

5 こどもセラピーの機能 こども面接が親面接に与える影響，面接におけるこども面接の機能。

6 こどもの変化に対する反応 こども面接などで生じるこどもの変化に養育者がどのように反応するか。

7 親の内省力・客観性 養育者自身の内省力や客観性の程度。

8 親面接担当者の機能・役割 養育者面接担当者の機能・役割。

9 こどもの問題の変化 実際にこどもの呈する問題や様子の変化。
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３．結果・考察

（1）研究方法について

本研究では，親面接が何から影響を受け，どのよう

な機能を果たしているのか，そしてどのように展開し

ていくのかについて個別の事例を読み解くと共に，共

通する視点を探し，親面接の機能を外観する視点の抽

出を試みた。個々の事例の詳細な読み解きが，普遍的

な親面接の機能の説明を可能にし得るのではないかと

いう考えの元に，個別の事例検討を行い，そこからカ

テゴリを抽出し，抽出されたカテゴリを使用して事例

の再検討を行い，カテゴリを整理し，更に事例検討を

行うという円環的な作業から成り立っている（図２）。

カテゴリの精度は個別の事例検討と整理を繰り返す中

で徐々に積み上がるものであると言える。そういった

意味で，この研究方法自体が探索的な特徴を持つ，新

たな試みであると言える。

個別の事例検討において，①初回，②転回点，③直

近回の三点に着目した点も，本研究の特徴である。事

例は経過があり，変化も少しずつ積み上がっていくも

のである。ただし，全てのやり取りを分節化し検討

していくと視点が拡散していく危険性がある。その

ため，事例の関係の変容が最も現れていると思われ

る「転回点」を出発点として，構造の在り方を見るこ

とを試みた。「転回点」を軸に変容の流れを見る為に，

転回点前（初回）と転回点後（直近回）の二点を追加

し，三点での事例検討を実施した。その結果，初回の

検討は，事例の把握という点において有用であると感

じた。その理由として，面接導入に至った経緯や外側

の動き等の情報が多く得られたこと，転回点や直近回

の検討を行う中で，初回で語られなかったこと，見え

てこなかったことが遡って見えてくること，来談や諸

手続にかかる親の現実的な処理対応能力や認知の在り

方が見立てやすいことなどが挙げられる。ただし，引

き継ぎケースの場合はどこを初回と設定するかという

点は検討する必要があった。転回点は，親子関係の変

表２　ワークシート

 

図２　研究方法の流れ
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容のきっかけとなった点を，事例検討を通して設定し

た。例として，それまでこどものできなさや母親とし

ての至らなさについて述べてきた母が夫や学校への不

満について語り出した回といった，周囲との関係性の

変容が表れるケースが挙げられる。また，Th を味方

として子育てに非協力的な周囲を非難していた養育者

が，Th の言動を自分を非難したと捉え，Th に攻撃を

向けるようになった回がこどもの治療をめぐるシステ

ムが変容したきっかけとして転回点に設定されたケー

スも見られた。直近回の検討は，事例が継続中なのか，

終結しているのか，面接形態が変化したものなのか（個

別面接が経過の中で電話連絡中心になった等）という

ように，事例によって差が出る結果となった。

（2）カテゴリについて

個別の事例検討を通して，親面接で扱われうる，も

しくはテーマとして浮かび上がってくると思われる，

親子関係を把握するために着目するべきと思われるカ

テゴリが抽出された。以下ではそれぞれのカテゴリの

内容と着眼点について述べる。

「①ニードの所在」とは， 心理療法に対し誰が何を

望んでいるかについて読むカテゴリである。申込票に

主訴として記載されたり，親面接内で語られたり，非

言語的に示されたりする内容を元に検討する。「所在」

とあるように，ここではそのニードが誰からもたらさ

れているものなのかについても考慮する。来談への動

きが，実際に面接に来た養育者からではなく，学校や

病院，親戚などからの促しによって生じているケース

も多い為である。また，実際に面接に来た養育者はそ

れをどう受け取ってどう動いているのかについても着

目する必要がある。

「②親の問題がこどもの問題として表現される」と

は，養育者の抱えている問題がこどもの呈する問題と

して表現されている可能性を読むカテゴリである。こ

どもは多かれ少なかれ養育者の影響を受けているもの

であるが，養育者の未整理な課題がこどもの問題とし

て語られる事例は少なくない。養育者の課題の整理が

成されることで，こどもの呈する問題についての養育

者の視点が変化することがあるが，その変化はこのカ

テゴリの内容の変化として示されると言える。

「③こどもの問題に対する自分の位置づけ」とは，

こどもが呈する問題について，養育者が自身をどのよ

うに位置づけているかを読むカテゴリである。こども

の発達障害という特性に対する位置づけを例に挙げる

と，養育者が自分と似ていると受け取っているか否

か，自分の責任と捉えているか否か，好ましいものと

して見ているか否か，治療の関与者となっているか否

かといった視点で読み解いていくことが可能である。

親子関係における分化や密着が表れやすいカテゴリで

あると言える。

「④こどもとの関係と他者」とは，養育者とこども

との関係の中に，もしくは養育者のこどもに対する評

価の中に，他者の価値観や評価，視点がどのように入っ

ているかを読むカテゴリである。例として，虐待関係

にある養育者のこどもに対する評価を聞く中で，評価

に強く影響を及ぼしているのは社会からの視線や評価

や価値観であると読み取れる場合にはここに特記する

ことができる。また，学校や医療機関からこどもの障

碍について指摘されていても，養育者が盲目的に自身

の評価を持ってそれらを退けている場合など，他者か

らの評価が極端に入り込まないという場合にもこのカ

テゴリで取り扱うことができる。

「⑤こどもセラピーの機能」とは，こども面接が親

子平行面接においてどのように機能しているかという

点を読むカテゴリである。例として，親子が密着して

いる事例では，こども面接の導入自体が親子関係を分

節する機能を果たすことがある。また，こどもの呈す

る問題に対して不全感や介入できなさを感じている養

育者にとって，こども面接の存在が安心感を与える機

能を果たすこともある。疲労感の高い親子関係の場

合，レスパイトの意味を持つこともあると思われる。

初回の時点ではこういったこども面接導入という動き

自体の意味合いが見られやすいが，面接が進むにつれ

て，こどものエンパワメントの側面が現れてきたり，

こどもの表現や自立を促す側面が現れてきたりと，こ

ども面接によるこどもの変化が親子平行面接に与える

影響を見る意味合いが強くなる。経過の途中でこども

面接が中断もしくは別の形態になる事例もあるが，そ

ういった力動や動きもこのカテゴリで着目される点で

ある。

「⑥こどもの変化に対する反応」とは，経過の中で

こどもに生じる変化に対し，養育者がどう反応するか

を読むカテゴリである。基本的には転回点，直近回に

おいて扱うこととなる。症状や主訴の消失もしくは増

加，質や表現の変化に対し，養育者がそれをどう捉え，

どう評価し，どう反応しているかについて読み解く視

点である。

「⑦親の内省力」とは，養育者自身の内省力や客観

性の程度を検討するカテゴリである。養育者自身が多

様な情報をどの程度整理して捉えているか，自身の状

態や感情についてどの程度開かれているのかという点

に着目し見立てるものである。
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「⑧親面接担当者の機能・役割」とは，親面接担当

者がどういった役割を担うことになっているのか，そ

れによって親子関係にどういった機能を果たしている

のかについて読むカテゴリである。これは養育者がど

ういった役割を親面接担当者に望んでいるのかを考え

ることとも繋がる。養育者の主張の受容や支持の機能

が強いこともあれば，超自我として機能することや，

時として反発する対象として機能することもある。こ

のカテゴリの内容の変化が，転回点の動きを引き出し

ている事例も少なからず見られた。

「⑨こどもの問題の変化」とは，実際にこどもの呈

している問題や様子がどのように変化したかを読むカ

テゴリである。客観的な情報で量ることも可能である

が，養育者が語るこどもの様子の変化が関係してくる

ことになる為，結果的に養育者のこどもの捉え方の変

化が表れうるカテゴリであるとも言える。

（3）ワークシート使用事例

作成したワークシートを使用した場合，どのように

事例を表し得るかについて，架空事例を元にした記入

例を以下に示す。

【クライエント（以下，Cl と略）】母親

【子（以下，Ch と略）】小学生低学年男児

【事例概要：Ch の学校での不適応を主訴に来談。Ch に

何か対処して欲しいという学校の訴えをきっかけに来

談したが遅刻や陪席拒否もあり，来談に前向きではな

い様子が窺えたが Cl 自身の自覚は薄い。Ch は言語表

出が少なく，恣意的な言動が目立ったが Cl からの働

きかけはあまり見られない。同級生と言い合いになる

と言い返せずに手が出ることもあり，学校から対応を

要求され，専門家に Ch への対処を考えて欲しいとい

う Cl に，セラピスト（以下，Th と略）から状況の整

理をしていく中で Ch へどういう支援ができるかを考

えることを提案。Cl は同意し親子並行面接を開始。経

過の中で，学校から具体的な対処を求められることへ

の不満が語られ始める中で，そういう関わりをされる

と必要以上に距離を取ってしまうという Cl 自身の在

り方への気付きが見られ始める。Th から Ch の発達検

査を提案し，Cl も同意。フィードバック（以下，FB
と略）をする中で発達の特徴についてより具体的に見

直す機会が得られた。Ch はプレイセラピーの中で自

由な表現が増え，学校でトラブルが起きたときにその

経緯を説明することがあったというエピソードが語ら

れるようになる（転回点）。Cl は学校に心理検査結果

を提出し，特別支援の利用を提案され，その利用方法

について面接で Th に相談するようになる。Cl 自身が

発達特性から過去に馴染めなかった経験を持つとい

うことも語られ始める。Th から，Cl の未整理な部分

を面接で扱っていくこともできると提案。Cl も同意

するが，その後電話連絡があり，Ch の問題も落ち着

いてきたからと面接の終了の希望を伝えられ終結とな

る。】

以上の架空事例の流れをワークシートを用いて整理

したものを付表１，２，３に示す。本事例では，初回で

見られた Ch の治療に対する Cl の前向きでない様子が

特徴的であり，何が作用しているのかをまず見立てる

必要があった。カテゴリに記入する中で，Cl 自身の内

省力や知的な問題を疑いつつ，学校と Cl との関係に

着目する必要があることが窺えた。Cl が Ch の発達特

性を自分の遺伝だと捉えることで，それ以上の理解や

関わりを避けているような状態であることも示唆され

た。転回点では，心理検査の実施と Ch の変化が契機

となり，Ch から遠ざかっていた Cl を支援の中心部へ

引き戻す動きが生じた。Ch への見方や関わり方が少

しずつ変化する中で，Cl 自身が学校との関わりで負

担を感じていたことや，それによって Ch から距離を

取ることになっていたことに意識が向けられるように

なった。Ch 自身の在り方に目が向き始める中で，Ch
に重ねていた Cl 自身の傷つきが取り上げられること

となるが，それよりも現実的な対応の方に向かおうと

する Cl の動きや抵抗があり，面接は終結となったと

考察できる。

以上は一例であるが，ワークシートを用いることに

より，より多角的な視点から事例の流れを読むことが

できるのではないかと考える。

４．総合考察

本研究では，こどもの心理療法的支援において重要

な意味を持ち，それ故に複雑であり読み解きが難解な

親面接について，支援者が事例を概観する際に役立て

られる視点を得る為のワークシートの作成を試みた。

その結果，親子関係の変容の流れを読み解く為の9つ

のカテゴリが得られた。本研究は，研究方法自体が試

験的な意味合いを持つ為，取り出されたカテゴリの妥

当性や事例の説明可能性については今後も慎重に検討

していく必要がある。親面接をより深く理解し臨床支

援を有用なものにしていく為に，視点の精度を高めて

いくこと，それを元とした事例検討の精度を高めてい

くことが求められる。個別の事例検討を重ね，カテゴ

リの整理を続けていくことが今後の課題である。
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付表１　事例（初回）
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付表２　事例（転回点）

付表３　事例（直近回）


